
 

７月１８日（金）  

１０：30～１２：00 

 講師：森下辰衛氏 

      三浦綾子記念文学館特別研究員 

      三浦綾子読書会講師 

 会場：まほろばセンター      

     （桜井駅南側エルト２階） 

     多目的ホール  

     <<<<入場無料入場無料入場無料入場無料>>>>    

‐‐‐‐チャイティチャイティチャイティチャイティ募金募金募金募金‐‐‐‐ 

北海道から

講師を お迎

えします 

主催  山の辺キリスト教会 

桜井市辻 79-4  Tel. 0744-42-7818 （Fax 兼用） 

問合せ： 090-8165-7647（柴原） 

https://yamanobe-cc.com/ 

講師紹介講師紹介講師紹介講師紹介   森下森下森下森下    辰衛辰衛辰衛辰衛  もりした たつえ 

１９６２年岡山県生まれ。１９９２年から２００６年３月まで、 

福岡女学院短大および大学で日本の近代文学やキリス 

ト教文学などを講義。２００１年より九州各地で三浦綾子 

読書会を主宰、２０１１年より２３年まで全国三浦綾子読書会代表。２００６年、家

族とともに『氷点』の舞台旭川市神楽に移住し、三浦綾子記念文学館特別研究

員となる。２００７年、教授の椅子を捨て大学を退職して以来、研究と共に日本

中を駆け回りながら三浦綾子の心を伝える講演、読書会活動を行なっている。 

著書に、『「氷点」解凍』（小学館）、『塩狩峠』の続編小説『雪柳』（私家版）、

『あらすじで読む三浦綾子名著 36 選』。編著監修に『三浦綾子 366 のことば』、

『水野源三精選詩集』（いずれも日本キリスト教団出版局）がある。ＮＨＫラジオ

深夜便明日への言葉、テレビライフラインなどに出演。 

 

『『『『    』』』』    
〜〜〜〜    一度きりで永遠の出会い一度きりで永遠の出会い一度きりで永遠の出会い一度きりで永遠の出会い    〜〜〜〜    

         

テーマ 

『銀色のあしあと』  
三浦綾子+星野富弘 著 

作家三浦綾子が 
花の詩人星野富弘を訪ね、 

美しい自然のなかで語り合う。 
多くの読者の心をとらえた不朽の名対談。 

絶望の淵から希望を見出し、 
多くの作品を生み出してきた二人の言葉は、 

今も 変わることなく 
深く 胸に迫ってくる。 

どなたでも、お気楽にお越しくださいどなたでも、お気楽にお越しくださいどなたでも、お気楽にお越しくださいどなたでも、お気楽にお越しください    

『銀色のあしあと』を中心に、森下先生
自身が富弘さんと対談した時のことな
ども交えてお話しくださいます。 

三浦綾子 

記念文学館 

許諾番号 57 


